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¢α1-普 +裾 Hl･∑招 al,射 -o mod(41)･ (2･7)
上 IはP.B.を表わす.もLvβをうまく選ぶことで,もし (2.7)が充されるならば,





(2.7)が充されか ミ場合というのは,d-etfQal, 緋 tOで搬 1,'Qplの逆行列か弱等式
のもとで存在しないときである.Qa2の数はAより少くか ､こともある (極`吉 J_鮎 liの階
数だけAより減少する).

















(2.ll)の扉 はすべて独立とする.そのうちで あ lがすべての Qah.に対して


























































¢"十2- ¢"'1-- A+qN_1-PN= 一 入- A+qN_1
… qN_I+α入)=0,
















ん ん -, A - 0.
t-◆∝)
よって(3.3)と(3.5)により























































421- 一言qN-.-D^ 2- ¢2- -qN-I-2D 2^=0
¢22--i(?N-r qN-2ト喜(pN-.-qN-1ト 2D2^2=0

















































¢1"-¢l"-1= pN-0(^l)I0 ¢2"- ¢2"~l=pN.1-α入2)=0,











Piー 0, qN_γ+1-qN.γ- 0 甘 .17)
および
γ1-γ2-0 (3.18)
となる.このことは充分 時 間が経 つ と,座模対 (あるいは粒子対)qN_,+1とqN十,とが一
致 し, あたかも2原子分子の ご と く結合し運動することを意味する.(1)の場合 と ちがい,
qlは 0になら か ､か ら 2質点が結 合 した まま運動は続く･実際,
pl- 41+qト1 (i- 2-2N -1)
で あ るから,pl- 0で も 4iキ 0であ る.他方Hamilton方程式から
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